
久
保
田
の
世
界
観
が

伝
わ
る
場
所

そ
し
て

こ
こ
か
ら
真
味
を
極
め
た

酒
肴
と
の
出
会
い
が

は
じ
ま
る

※当店ではサービス料として 10％頂戴いたしております。
※お一人様につきお通し代として９００円頂戴いたしております。
※価格はすべて税込表示です

新潟県は南北に細長い。

西には日本海の海岸線が続き、東は２０００ｍ級の

山脈が連なる。そして海と山の間には、信濃川、

阿賀野川をはじめ幾多の河川がつくり出した

広大な越後平野が広がっている。

四季の変化も大きい。変化に富んだ地形や

厳しい気候が新潟の食に彩りを添えている。

米、酒、魚は言うまでもなく、

四季折々の野菜や果物、山あいに芽吹く

山菜、きのこ、銘柄牛豚肉に地鶏。

どれをとっても素晴らしい。

新潟の風土の豊かさを

じっくり味わいたい。

山、海、野　「新潟」 自然の恵み

指定農園がある長岡市越路地域は自然環境に恵まれ、
ホタルの保護に積極的に取り組んでいます。
日当たりもよく、水がキレイな指定農園だから
美味しく育ちます。

地元農家と契約を結び、指定農園で栽培された
そば粉を使用し、布海苔をつなぎとした
のど越し抜群のお蕎麦です。

新潟県長岡市越路地域にある指定農園で
栽培された「コシヒカリ」をお届け致しております。

新潟の指定農園よりお届け致します

〈布海苔そば〉

〈新潟県産コシヒカリ〉



朝
日
酒
造
の
酒
粕
を
使
用
し
た
濃
厚
な
味
わ
い
と
風
味
が
楽
し
め
ま
す
。

酒
蔵
の
あ
る
里
の
農
家
と
契
約
を
結
び
、
栽
培
し
た
そ
ば
粉
と

つ
な
ぎ
に
は
布
海
苔
を
使
っ
た
の
ど
越
し
の
よ
い
蕎
麦
で
す
。

越
後
布
海
苔
そ
ば

八
五
〇
円

や
た
ら
飯

一
三
五
〇
円

二
一
〇
〇
円

や
た
ら
茶
漬
け

九
五
〇
円

越
後
鮭
茶
漬
け

一
〇
〇
〇
円

長
岡
市
小
国
地
域
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
「
や
た
ら
漬
け
」。

大
根
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
生
姜
な
ど
や
た
ら
め
っ
た
に
多
く
の
野
菜
を

細
か
く
刻
ん
で
漬
け
込
ん
だ
お
漬
物
を
ご
飯
に
混
ぜ
込
み
ま
し
た
。大

の
ど
黒
コ
ー
ス

九
〇
〇
〇
円

萬
寿
コ
ー
ス

一
一
〇
〇
〇
円

千
寿
コ
ー
ス

《
先
付
・
酒
肴
・
御
造
里
・
温
菜
・
止
肴
・
御
食
事
》

《
前
菜
・
凌
ぎ
・
御
造
里
・

　

焼
物
（
の
ど
黒
塩
焼
き
）・
煮
物
・
御
食
事
・
甘
味
》

《
前
菜
・
御
造
里
・
温
肴
・
焼
物
・

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
皿
・
止
肴
・
御
食
事
・
甘
味
》

七
〇
〇
〇
円

高
級
魚
「
の
ど
黒
」
が
つ
い
た
新
潟
の
味
覚
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
で
す
。

米
入
り　

黒
み
つ
大
納
言
入
り　

〈
み
そ
汁
・
お
漬
物
〉

〈
お
漬
物
つ
き
〉

〈
お
漬
物
つ
き
〉

酒
粕
あ
い
す
く
り
ー
む

六
〇
〇
円

各

笹
か
す
た
ー
ど

四
〇
〇
円

二
ヶ

笹
だ
ん
ご

四
〇
〇
円

二
ヶ

み
そ
汁
セ
ッ
ト

四
〇
〇
円

コ
ー
ス
料
理

お
食
事

甘
　
味

旬
の
食
材
や
調
理
人
の
技
が
楽
し
め
る
贅
を
尽
く
し
た
会
席
料
理
で
す
。

旬
の
食
材
と

日
本
酒
を
楽
し
む
「
会
席
料
理
」

※
 

当
日
お
ま
か
せ
コ
ー
ス  

五
〇
〇
〇
円
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※
 

季
節
、
仕
入
状
況
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

酒
粕
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と

　

 

長
岡
越
路
の
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

五
〇
〇
円



朝
日
山
純
米
酒
を
ベ
ー
ス
に
ご
く
少
量
の
醤
油
の
み
の
味
付
け
し
た

日
本
酒
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
で
す
。
日
本
酒
の
香
味
に
よ
っ
て

引
き
出
さ
れ
た
素
材
本
来
の
旨
み
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈 

本
日
の
御
造
り 

〉

本日の御造り 

一
人
前

二
人
前

四
人
前

二
四
〇
〇
円

四
五
〇
〇
円

八
九
〇
〇
円

旬
に
合
わ
せ
て
新
潟
の
地
魚
や
築
地
魚
河
岸
直
送
の
魚
を

毎
日
取
り
揃
え
て
お
出
し
し
て
お
り
ま
す
。

〈 

宝
水
鍋 

〉一
人
前
～

三
〇
〇
〇
円

刺
　
身

冷
　
菜

九
八
〇
円

一
一
五
〇
円

栃
尾
油
揚
げ
の
グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ

〈 

胡
麻
ダ
レ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ 

〉

栃
尾
名
物
を
サ
ラ
ダ
感
覚
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

一
八
〇
〇
円

天
婦
羅
盛
り
合
せ

九
七
〇
円

す
る
め
い
か
天
婦
羅

八
五
〇
円

自
家
製 

さ
つ
ま
あ
げ

九
三
〇
円

若
鶏
の
唐
揚
げ

七
二
〇
円

手
仕
込
み 
ア
ジ
フ
ラ
イ

た
か
ら
み
ず
な
べ

一
〇
五
〇
円

フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
の
シ
ン
プ
ル
サ
ラ
ダ

一
六
〇
〇
円

ハ
ー
フ

具
だ
く
さ
ん
海
鮮
サ
ラ
ダ

〈 

玉
葱
ド
レ
ッ
シ
ン
グ 

〉

ト
マ
ト
の
旨
み
を
最
大
限
に
楽
し
め
ま
す
。

栃尾油揚げの
グリーンサラダ

するめいか天婦羅
フルーツトマトの
シンプルサラダ

新
潟
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
「
の
っ
ぺ
」
は
、
里
芋
、
人
参
、
蓮
根
、
根
菜
類
の
煮
物
で
す
。

越
後 

の
っ
ぺ

二
名
様
よ
り
承
り
ま
す

八
七
〇
円

朝
日
山
純
米
酒
を
使
っ
た
日
本
酒
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
鍋

越後 のっぺ
宝水鍋

温
　
物

揚
　
物



佐
渡 

岩
も
ず
く

七
五
〇
円

朝
日
酒
造
の
酒
粕
で
漬
け
込
み
ま
し
た
。
日
本
酒
と
の
相
性
も
よ
く

ク
リ
ー
ミ
ー
な
余
韻
を
柔
ら
か
く
残
し
ま
す
。

新
潟
の
代
表
的
な
郷
土
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

酒
蔵
の
あ
る
里
の
農
家
と
契
約
を
結
び
、
有
機
栽
培
し
た
そ
ば
の
実
で

作
っ
た
そ
ば
味
噌
を
香
ば
し
く
炙
り
ま
し
た
。

越
後
五
種
珍
味
盛
合
せ

一
六
五
〇
円

そ
ば
味
噌
炙
り

七
〇
〇
円

氷
頭
な
ま
す

七
八
〇
円

骨
せ
ん
べ
い
揚
げ

八
〇
〇
円

た
た
み
鰯

九
二
〇
円

越
後
の
香
の
物 

〈 

お
漬
物 

〉

九
三
〇
円

酒
粕
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

九
六
〇
円

佐
渡 

え
ご
ね
り

六
五
〇
円

佐
渡 

い
か
塩
辛

六
二
〇
円

日
本
海
で
水
揚
げ
さ
れ
る
魚
の
な
か
で
も
最
高
級
に
位
置
す
る
「
の
ど
黒
」
は
、
白
身
で

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
食
感
な
が
ら
濃
厚
な
脂
の
旨
み
が
広
が
り
ま
す
。

越
後
漬
と
は
、
高
精
白
な
酒
粕
と
昔
な
が
ら
の
無
添
加
味
噌
を
使
っ
た
特
製
の
漬
け
床
に

漬
け
る
こ
と
で
食
材
に
豊
か
な
風
味
を
加
え
た
当
店
自
慢
の
味
わ
い
で
す
。

い
か
の
甘
み
と
ワ
タ
の
旨
み
が
た
っ
ぷ
り
と
凝
縮
し
た
一
品
で
す
。

日
本
海
高
級
魚

名
代

の
ど
黒
塩
焼
き

五
七
〇
〇
円

豚
ロ
ー
ス
越
後
漬
け
焼
き

一
四
五
〇
円

栃
尾 

常
太
の
油
揚
げ
焼
き

・
か
ぐ
ら
南
蛮
味
噌
は
さ
み

・
ね
ぎ
味
噌
は
さ
み

八
四
〇
円

各
八
八
〇
円

和
牛
ロ
ー
ス
し
ょ
う
ゆ
焼
き

三
四
〇
〇
円

日本海高級魚
のど黒塩焼き

鰯
越
後
漬
け
焼
き

六
五
〇
円

八
八
〇
円

佐
渡 

丸
干
し
イ
カ
炙
り

七
九
〇
円

子
持
ち
し
し
ゃ
も

九
七
〇
円

焼
　
物

酒
　
肴

豚ロース
越後漬焼き

朝日山
酒粕ウインナー

栃尾
常太の油揚げ焼き

ウ
イ
ン
ナ
ー
の
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
と
酒
粕
の
豊
か
な
風
味
が
味
わ
え
ま
す
。

朝
日
山 

酒
粕
ウ
イ
ン
ナ
ー

越後五種
珍味盛合せ



高品質のお酒を全国のお客様に…
お客様の満足を最大にするためには、
何をなすべきか。創業のころの厳しい
社会情勢を思い起こし、創業者たちの
覚悟や精神に厳正に立ち返ることが
正しい道を歩むための出発点でなければ
ならないと信じて久保田作戦に着手。

想いが「カタチ」となる

朝日酒造直営店

創業当時の屋号を冠したお酒…
その心は、創業の精神・初心に立って
「真剣に良いものをつくっていこう」
という決心が込められた。
ラベルには新潟門出和紙、小国和紙を用い
書は新潟の書家・坂爪叟玄氏。
米・水・技すべてをオール新潟で。
そして「久保田」が生まれた。

1987 年　久保田 翠寿　発売
古代より乳幼児を「みどりご」と言うように
生まれたばかりの新しいものを「緑・翠」と
称しました。翠寿は生酒。生の新鮮さと
若々しい生命力をイメージし名付けられた。

1988 年　久保田 碧寿　発売
碧は何色だろう。深い色である。澄明であって
深い。色は冷たい色だかその深さを「愛」にたとえた。
母の愛はあたたかさを示す。お燗した酒を好む人の
ものにしよう。萬寿も翠寿も冷たくと言っている。
せめてこれはと思った。

1985 年　久保田 千寿　久保田 百寿  発売
1986 年　久保田 萬寿  発売

2010 年　久保田 生原酒　発売

1993 年　久保田 紅寿　発売
紅は鮮やかな赤色、朝日酒造のある長岡市越路地区は
紅葉の里。「紅葉は園生に植えても隠れなし」と
いうように紅寿は多くの銘柄の中にあっても、
その存在感を現すとの願いが込められた。

こ
の
お
酒
は
辛
口
で
あ
っ
て

辛
い
と
は
感
じ
な
い

や
わ
ら
か
い
、

お
だ
や
か
な
味
の

お
酒
で
す
。

ク
リ
ア
・
レ
イ
ク
・
ジ
ン
フ
ァ
ン
デ
ル

に
い
が
た
も
の
が
た
り

米
焼
酎

八
〇
〇
円

三
二
〇
〇
円

四
六
〇
〇
円

グ
ラ
ス

３
０
０
ml

ボ
ト
ル

蒼 

紫
〈
粕
取
り
焼
酎
〉〈

麦
焼
酎
〉

-

あ
お
し

-

八
二
〇
円

三
四
〇
〇
円

四
七
二
〇
円

グ
ラ
ス

３
０
０
ml

ボ
ト
ル

メ
ロ
ー
小
鶴
エ
ク
セ
レ
ン
ス

八
七
〇
円

三
四
八
〇
円

グ
ラ
ス

３
０
０
ml

和
ら
麦
〈
麦
焼
酎
〉

七
六
〇
円

三
一
〇
〇
円

グ
ラ
ス

３
０
０
ml

か
ら
り
芋

七
六
〇
円

三
一
〇
〇
円

グ
ラ
ス

３
０
０
ml

〈
芋
焼
酎
〉

〈
赤
〉七

五
六
〇
円

ボ
ト
ル

ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー
・
シ
ャ
ル
ド
ネ
〈
白
〉

七
二
三
〇
円

ボ
ト
ル

お
飲
物

ヱ
ビ
ス 

樽
生
ビ
ー
ル

ヱ
ビ
ス 

樽
生
ビ
ー
ル

ヱ
ビ
ス 

中
瓶

八
〇
〇
円

五
九
〇
円

八
〇
〇
円

酒
蔵
ハ
イ
ボ
ー
ル

粕
取
り
焼
酎×

炭
酸
水

〈
小
〉

八
四
〇
円

烏
龍
茶

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

コ
カ
コ
ー
ラ

各 

四
五
〇
円

梅　

酒

ロ
ッ
ク　

水
割
り　

ソ
ー
ダ
割
り

七
六
〇
円

※

当
店
で
は
サ
ー
ビ
ス
料
と
し
て
10
％
頂
戴
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

※

お
一
人
様
に
つ
き
お
通
し
代
と
し
て
９
０
０
円
頂
戴
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

※

価
格
は
す
べ
て
税
込
表
示
で
す



米
か
ら
酒
ま
で
造
り
手
の

顔
が
見
え
る
ほ
ど
に
、

風
土
に
根
差
し
た
酒
造
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

酒
に
使
用
さ
れ
る
原
料
米
は
、

新
潟
県
長
岡
市
を
中
心
と
し
て

１
０
０
％
新
潟
県
産
米
、
ま
た
、

料
理
と
楽
し
む
「
食
中
酒
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
醸
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
料
理
に
合
せ
る
か

あ
れ
こ
れ
考
え
て
お
酒
を

楽
し
む
も
の
一
興
で
す
。

朝
日
酒
造
の
酒

和
食
文
化
に
寄
り
そ
う

当
店
限
定
酒

４
・
10
月 

限
定
出
荷

八
五
〇
円

一
八
〇
〇
円

四
九
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

-

か
つ
ほ-

勝　

保

〈
純
米
吟
醸
〉

里
山
「
勝
保
河
内
（
か
つ
ほ
こ
う
ち
）」
の

棚
田
で
自
然
の
湧
水
や
人
々
の
思
い
を

の
せ
て
育
て
ら
れ
た
酒
米
「
五
百
万
石
」
を

使
用
し
て
醸
さ
れ
た
お
酒
。

そ
れ
が
純
米
吟
醸
「
勝
保
」
で
す
。

一
二
八
〇
円

二
九
八
〇
円

八
五
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

禄
乃
越
州

〈
純
米
大
吟
醸
〉

越
州
シ
リ
ー
ズ
最
高
峰
と
し
て

深
み
を
も
た
せ
、
香
味
の
要
素
が

様
々
な
表
情
を
見
せ
ま
す
。

の
ど
越
し
は
軽
や
か
に
、
全
体
で

調
和
の
と
れ
た
仕
上
が
り
で
す
。

越
乃
か
ぎ
ろ
ひ
千
寿
〈
純
米
吟
醸
〉

七
〇
〇
円

一
五
四
〇
円

三
八
五
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

ほ
ん
の
り
香
る
上
品
な
味
わ
い

す
っ
き
り
と
し
た
飲
み
口
で
す
。

朝
日
山 

萬
寿
盃
〈
大
吟
醸
〉

一
〇
〇
〇
円

二
一
五
〇
円

五
四
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

新
潟
地
酒
「
朝
日
山
」
が
誇
る
大
吟
醸
酒
は

上
品
な
香
り
と
柔
ら
か
に
ふ
く
ら
む
味
わ
い
で
す
。

朝
日
山 

千
寿
盃
〈
特
別
本
醸
造
〉

七
五
〇
円

一
六
〇
〇
円

三
一
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

キ
リ
ッ
と
締
ま
っ
た
淡
麗
辛
口
。
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
口
当
た
り
と

穏
や
か
な
ふ
く
ら
み
を
兼
ね
そ
ろ
え
た
酒
質
で
す
。

-

こ
ゆ
う-

呼 

友

〈
純
米
大
吟
醸
〉

一
二
〇
〇
円

二
九
〇
〇
円

六
九
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

勉
強
会
「
久
保
田
塾
」
の
卒
業
生
「
呼
友
会
」
メ
ン
バ
ー
の

酒
販
店
だ
け
取
扱
い
で
き
る
幻
の
お
酒
で
す
。

◆弐乃越州

◆越乃かぎろひ千寿

◆
久保田紅寿

◆越乃かぎろひ萬寿

◆勝保（レギュラー）

◆勝保（生詰）

◆悟乃越州

◆朝日山萬寿盃

◆洗心

◆禄乃越州

◆久保田翠寿

◆得月◆
久保田萬寿

◆
里紅葉

◆
轍

◆久保田碧寿

香りゆたか

- 味わいマップ -

す
っ
き
り

香りおだやか

濃 

厚

◆ゆく年くる年

◆参乃越州

◆久保田百寿

◆朝日山純米酒

◆久保田千寿
◆
朝日山千寿盃

◆越淡麗



お
す
す
め
の
酒
々

各
７
０
ml

各
７
０
ml

各
７
０
ml

各
５
０
ml

久
保
田
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
、

朝
日
酒
造
の
人
気
の
銘
柄
が

き
き
酒
感
覚
で
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

「
味
わ
い
マ
ッ
プ
」
を
参
考
に

呑
み
く
ら
べ
て

当
て
て
く
だ
さ
い
。

呑
み
く
ら
べ

久
保
田
三
昧

一
八
五
〇
円

萬
寿　

千
寿　

百
寿

久
保
田
の
代
表
的
銘
柄
　
萬
寿
・
千
寿
・
百
寿
　
を

呑
み
く
ら
べ
て
当
て
て
く
だ
さ
い
。

久
保
田
純
米
三
昧

二
四
〇
〇
円

萬
寿　

碧
寿　

紅
寿

久
保
田
の
代
表
的
銘
柄
　
萬
寿
・
碧
寿
・
紅
寿
　
を

呑
み
く
ら
べ
て
当
て
て
く
だ
さ
い
。

各
４
５
ml

久
保
田
五
種
呑
み
比
べ

二
六
〇
〇
円

萬
寿　

碧
寿　

紅
寿　

千
寿　

百
寿

呑
み
比
べ
る
か
ら
こ
そ
わ
か
る
久
保
田
の
真
価

オ
リ
ジ
ナ
ル
吟
醸
三
昧

一
七
五
〇
円

朝
日
山
萬
寿
盃　

勝
保　

越
乃
か
ぎ
ろ
ひ
千
寿

朝
日
酒
造
の
タ
イ
プ
の
異
な
る
お
酒
を

呑
み
く
ら
べ
て
当
て
て
く
だ
さ
い
。

大
吟
醸
三
昧

二
三
〇
〇
円

洗
心　

禄
乃
越
州　

呼
友

朝
日
酒
造
の
大
吟
醸
三
種
　
洗
心
　
禄
乃
越
州
　
呼
友
　
を

呑
み
く
ら
べ
て
当
て
て
く
だ
さ
い
。

お
す
す
め

一
五
七
〇
円

三
九
五
〇
円

一
一
〇
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

-

せ
ん
し
ん

-

３
・
６
・
11
月 

限
定
出
荷

洗　

心
〈
純
米
大
吟
醸
〉

朝
日
酒
造
の
最
高
峰
「
洗
心
」
は
、

豊
か
な
土
と
環
境
づ
く
り
の
原
点
に
還
り

契
約
栽
培
米
「
た
か
ね
錦
」
を

精
米
歩
合
28
％
ま
で
磨
き

そ
し
て
醸
し
、
ゆ
っ
く
り
と

熟
成
さ
せ
ま
し
た
。

一
五
〇
〇
円

三
八
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

-

と
く
げ
つ

-

９
月 

限
定
出
荷

得　

月
〈
純
米
大
吟
醸
〉

真
珠
の
よ
う
に
精
米
歩
合
28
％
ま
で

磨
い
た
新
潟
県
産
米
「
ゆ
き
の
精
」
は

ま
る
で
輝
く
月
の
よ
う
で
す
。

気
品
あ
る
香
味
と

優
し
い
味
わ
い
が

楽
し
め
ま
す
。



温
度
帯
10
℃

推
奨
温
度
帯
20
℃

萬 
寿
〈
純
米
大
吟
醸
〉

一
五
〇
〇
円

三
二
五
〇
円

八
七
〇
〇
円

萬
寿 

呑
み
く
ら
べ

一
五
五
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

口
の
中
に
広
が
る
香
り
を
旨
み
が

包
み
込
む
。
麹
の
香
り
と
吟
醸
香
、

そ
し
て
熟
成
さ
れ
た
香
り
の
バ
ラ
ン
ス
。

久
保
田
の
最
高
峰
「
萬
寿
」
は
温
度
帯
で
違
っ
た
表
情
を
み
せ
て
く
れ
ま
す
。

２
種
類
の
温
度
帯
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

碧 

寿
〈
純
米
大
吟
醸 

山
廃
仕
込
〉

一
一
〇
〇
円

二
三
〇
〇
円

五
八
五
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

華
や
か
な
酸
味
が
あ
り
旨
み
が
多
く
味
が
濃
い
。

口
の
中
で
ふ
わ
っ
と
広
が
り
キ
ュ
ッ
と
締
ま
る
。

温
度
帯
20
℃
と
10
℃
の
久
保
田
萬
寿
、
違
い
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

透
き
通
る
よ
う
な
ク
リ
ア
な
味
わ
い
で

う
っ
す
ら
甘
み
を
感
じ
る
。
ほ
の
か
に

甘
く
キ
リ
ッ
と
し
た
苦
み
を
感
じ
る
。

紅 

寿
〈
純
米
吟
醸
〉

九
〇
〇
円

一
八
五
〇
円

三
六
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

味
わ
い
よ
く
爽
や
か
、
上
品
な
余
韻
で
美
し
い
切
れ
味
。
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の

よ
う
な
香
り
に
ラ
イ
チ
の
よ
う
な
果
実
感
の
あ
る
甘
み
。

千 

寿
〈
吟
醸
〉

八
〇
〇
円

一
七
〇
〇
円

三
二
五
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

ほ
の
か
な
甘
み
の
あ
と
に
後
味
が
香
ば
し
い
キ
レ
を
感
じ
る
。

色
白
美
人
の
よ
う
に
ふ
わ
っ
と
や
さ
し
い
余
韻
を
残
す
。

百 

寿
〈
特
別
本
醸
造
〉

九
八
〇
円

枡
つ
き

清
ら
か
な
な
か
に
感
じ
る
米
の
味
わ
い
。
口
の
中
で
キ
リ
っ
と

爽
や
か
で
流
れ
る
の
ど
越
し
。

枡
は
お
土
産
と
し
て
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

翠 

寿
〈
大
吟
醸 

生
酒
〉

一
三
〇
〇
円

二
八
〇
〇
円

六
五
〇
〇
円

グ
ラ
ス

２
５
０
ml

ボ
ト
ル

香
り
と
酸
が
融
け
て
ゆ
き
、
心
地
の
良
い
飲
み
応
え
は
ま
る
で
白
ぶ
ど
う
や

り
ん
ご
の
よ
う
に
香
り
が
立
つ
。

お
す
す
め

４
〜
９
月 

限
定
出
荷

朝
日
酒
造
の
吟
醸
酒
は
味
吟
醸
。
米
、
水
、
技
に
こ
だ
わ
り
香
り
だ
け
で
は
な
く
味
わ
い
の
酒
造
り
で
す
。

ぬ
る
燗
（
40
℃
）・
上
燗
（
45
℃
）・
熱
燗
（
50
℃
）
で
優
し
い
香
り
と
豊
か
な
風
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
 

そ
の
他
銘
柄
、
季
節
酒
も
燗
酒
に
て
ご
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
詳
し
く
は
当
店
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
申
し
つ
け
下
さ
い
ま
せ
。

湯
煎
で
楽
し
む

あ
つ
燗
酒

推
奨
温
度
帯
45
℃

お
す
す
め

越
乃
か
ぎ
ろ
ひ
千
寿

〈
純
米
吟
醸
〉

久
保
田 

碧
寿

〈
純
米
大
吟
醸 

山
廃
仕
込
〉

一
五
五
〇
円

三
〇
〇
〇
円

一
合

二
合

甘
み
も
酸
味
も
強
調
さ
れ
、

し
か
し
瞬
時
に
消
え
て
い
く
。

飲
み
応
え
が
あ
り
温
度
だ
け
で
は
な
い

日
本
酒
の
温
か
さ
を
感
じ
る
。

45
℃
が
真
骨
頂
で
す
。

久
保
田 

千
寿
〈
吟
醸
〉

一
二
〇
〇
円

二
三
〇
〇
円

一
合

二
合

一
三
〇
〇
円

二
五
〇
〇
円

一
合

二
合

味
わ
い
に
厚
み
も
増
し
凛
と
し
た
強
さ
を
感
じ
る
が

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
の
ど
越
し
で
す
。

久
保
田
碧
寿　

久
保
田
千
寿

燗
酒 

呑
み
く
ら
べ

一
九
八
〇
円

各
１
５
０
ml


